
平成３０年度決算の概要  

 

１．教育・研究及び医療環境の整備  

（ 1） [教育関係 ]  

①御井キャンパスでは、体育実技の充実を図るべく授業環境の整備を

行いました。  

②平成３０年４月１ 日から、総合診療棟８階にクリニカルスキルトレ

ーニングセンターを設置しました。  

③ 附 設 高 中 校 で は 、 Ｉ Ｃ Ｔ 教 育 関 係 機 器 の 導 入 や グ ラ ウ ン ド の 環 境  

整備を行いました。   

（ 2） [研究関係 ]   

①平成３０年２月に竣工した基礎３号館の動物実験センターに、セフ

ティアイソレーションタイプのマウス用飼育装置を導入しました。 

②私立大学研究ブランディング事業では、テーラーメイドがん治療の

開発普及の推進について取り組みました。  

（ 3） [医療関係 ]   

①平成３０年 ８月に心大血管リハビリテーションシステムを導入し、

安 全 か つ 効 率 的 な 集 団 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン が 実 施 で き る よ う に  

なりました。  

②医療センターでは、画像撮影装置を更新し、より安全で高機能かつ

高品質な画像の提供が可能となりました。  

 

２．財務状況  

【事業活動収支の状況】  

 事業活動収入計の５６４億９千７百万円から、事業活動支出計の５６

１億３千９百万円を差引いた基本金組入前当年度収支差額は、３億５千

９百万円（事業活動収入に占める比率は０ .６％）となり、予算比で３億

１千６百万円の増となりました。  

内訳として、経常的な収支を示す経常収支差額は、９千１百万円となり、

予 算 比 で は ４ 億 ５ 千 １ 百 万 円 の 増 と な り ま し た 。 主 な 要 因 と し て は 、  

教 育 活 動 収 支 に お け る 付 随 事 業 収 入 で 収 入 増 、 人 件 費 、 教 育 研 究 経 費  

及び管理経費で支出減となりました。  

 臨時的な収支を示す特別収支差額は２億６千７百万円となり、予算比

で資産処分差額等により１億３千６百万円の減となりました。  

基 本 金 組 入 前 当 年 度 収 支 差 額 か ら 基 本 金 組 入 額 合 計 ２ ５ 億 １ 千 ４ 百 万

円を差引いた当年度収支差額は、２１億５千６百万円の支出超過となり

ました。  

 以 上 の こ と か ら 、 基 本 金 組 入 前 当 年 度 収 支 差 額 は 予 算 比 で 改 善 し て  

いますが、今後、さらなる収支構造の改善を図り、基本理念、将来構想

の実現に向けて取り組んでまいります。  



【資金収支の状況】  

 収入の部小計の８２７億５千７百万円から、支出の部小計の ８２７億

９千３百万円を差引いた当年度収支差は、△ ３千６百万円となり、予算

比では５千８百万円の減となりました。  

 予 算比 の主 な増 減 は、事 業 活 動収 支状 況 に加 えまして、収 入 の部 では資産

売却収入の減 。支出の部では施設関係支出 、資産運用支出で減 となりました。 

 

以 上 の 結 果 、 翌 年 度 繰 越 支 払 資 金 は 、 ４ ７ 億 ４ 千 １ 百 万 円 と な り ま  

した。  

 

【貸借対照表の状況】  

 資産の部合計は１１６８億５千３百万円で、前年度比２０ 億１千８百

万 円 減 少 し て い ま す 。 一 方 、 負 債 の 部 合 計 は ３ ２ ５ 億 ３ 千 ７ 百 万 円 と  

な り 前 年 度 比 ２ ３ 億 ７ 千 ６ 百 万 円 減 少 し て い ま す 。 基 本 金 と 繰 越 収 支  

差額を合計しました純資産は８４３億１千７百万円となり、前年度比で

３ ０ 年 度 の 基 本 金 組 入 前 当 年 度 収 支 差 額 分 の ３ 億 ５ 千 ９ 百 万 円 が 増 加

しています。  

 

◎財務書類等（財産目録・貸借対照表・収支計算書・事業報告書・監査

報告書）の閲覧の請求は、財務部経理課で承ります。  

 


